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	deleteCの寄付実績
	2019年度（2020年2月）以降、毎年授賞式「deleteC -HOPE-」を開催し、 計6,000万円以上の寄付と啓発にて医療者・研究者を応援しています。
	大阪大学大学院医学系研究科  消化器内科学 助教 牧野 祐紀
	嚢胞性前癌病変を標的とした膵癌超早期治療の開発
	群馬大学 重粒子線医学推進機構  重粒子線医学研究センター 講師 尾池 貴洋 日本がリードする革新的がん治療「重粒子線治療」の個別最適化を目指した基礎・臨床研究
	東京大学 大学院医学系研究科 衛生学 准教授 加藤洋人
	がん組織からがん治療抗体を見つける！ 〜がん患者から未来の臨床応用までバトンを繋ぐ〜
	愛知県がんセンター　薬物療法部 医長 谷口浩也
	がんゲノム医療難民を減らせ！ －かかりつけ病院と協力して行う完全リモート治験の実施－
	近畿大学　医学部　腫瘍内科部門　 医学部講師　 川上尚人
	MSI-H胃がんに対する1次 治療としてのニボルマブ＋イピリムマブ併用療法第II相試験（NO LIMIT試験)
	東京科学大学大学院医歯学総合研究科　人体病理学分野 非常勤講師 児玉 真

	局所1型IFN活性化を基盤とした新規癌免疫療法
	関西医科大学附属光免疫医学研究所 腫瘍病理学部門 学長特命教授 近藤英作 次世代創薬モダリティ、ペプチドドラッグコンジュゲート PDC、ナノ化学融合ペプチド技術で挑む膵がん治療
	愛知県がんセンター ゲノム医療センターがんゲノム医療室・乳腺科 医長 能澤一樹 日本のドラッグロスをなくす！ 周術期乳癌を対象とした新規薬剤開発に関する持続可能なプラットフォーム試験（S-FACT 試験：JCOG2205）
	兵庫県立がんセンター　 腫瘍内科部長 松本光史 低再発リスクI期ER/and or PgR陽性乳癌への温存術後残存乳房照射省略を検証する研究 (NRG BR-007試験：DEBRA)
	国立がん研究センター中央病院　 小児腫瘍科/臨床研究支援部門 外来研究員　 石丸紗恵
	小児がんに対する国際共同試験実施体制の構築～ドラッグ・ラグ解消に向けて～
	慶応義塾大学医学部 先端医科学研究所　特任助教　 大槻雄士
	がん特異的代謝機構に基づく 新規放射線治療併用増感剤の研究開発
	東京大学医科学研究所附属病院　 緩和医療・先端臨床腫瘍科 藤原紀子
	臨床研究への看護師の参画についてー研究参加者を守り、研究の質向上のためのリサーチナースの普及・啓発
	deleteC　医療リサーチチーム
	参加企業


	藤原 恵一　先生
	桜井 なおみ　さん
	埼玉医科大学国際医療センター 婦人科腫瘍科 助教  藪野彰
	早期子宮頸がんに対するセンチネルリンパ節生検併用による侵襲の軽減とQOL改善を目指した標準治療法確立のための国際共同第Ⅲ相試験
	名古屋大学医学部付属病院  ゲノム医療センター病院 講師 奥野友介
	網羅的遺伝子解析による 小児がんの治療法成績改善
	※受賞時の所属を記載しています





